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こ
の
概
報
に
は
、
一
九
九
六
年
度
に
平
城
宮
　
京
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
、
及
ひ

「
二
条
大
路
木
簡
」
の
一
部
を
収
録
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
「
二
条
大
路
木
簡
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
整
理
　
解
読
の
成
果
の
一

部
を
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
二
、
『
同
』
二
四
、
『
同
』
二
九
、

　
『
同
』
三
〇
、
『
同
』
三
一
、
『
同
』
三
二
に
お
い
て
順
次
公
表
し
て
き
た
。
本
号

て
は
、
「
二
条
大
路
木
簡
」
と
給
称
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
、

Ｓ
Ｄ
五
三
一
〇
の
三
条
の
濠
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
、
二
条
大
路
の
南

端
に
掘
ら
れ
た
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
の
削
屑
の
一
部
を
中
心
に
収
録
す
る
。
本
号
て

　
「
二
条
大
路
木
簡
」
の
概
報
は
完
結
す
る
。

一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

Ｔ
几
九
六
年
度
の
調
査

第
二
六
七
次
調
査
（
６
Ａ
Ａ
Ｗ
区
）

（
一
九
九
六
年
四
月
～
七
月
）

　
こ
の
調
査
は
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
朝
堂
院
（
東
区
朝
堂
院
）
の
南
限
区
画
施
設
と

朝
集
殿
院
の
東
限
区
画
施
設
の
検
出
、
お
よ
ひ
こ
れ
ら
に
囲
ま
れ
た
朝
集
殿
院
の
う

ち
、
東
朝
集
殿
の
北
側
の
区
域
の
状
況
の
把
握
を
目
的
と
し
た
も
の
て
あ
る
。
調
査

面
積
は
約
二
三
〇
〇
�
て
あ
る
。

　
検
出
し
た
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
奈
良
時
代
前
半
の
朝
堂
院
南
限
掘
立
柱
塀

Ｓ
Ａ
一
六
九
六
〇
、
こ
れ
を
奈
良
時
代
後
半
に
建
て
替
え
た
築
地
Ｓ
Ａ
一
七
〇
一
〇
、

朝
集
殿
院
東
面
築
地
Ｓ
Ａ
五
九
八
五
、
基
壇
建
物
（
東
朝
集
殿
）
Ｓ
Ｂ
六
〇
〇
〇
の

他
、
溝
二
〇
条
な
と
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
下
層
の
奈
良
時
代
前
半
の
も
の
、

下
層
か
ら
上
層
へ
建
て
替
え
る
時
期
の
も
の
、
上
層
の
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
の
三

時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

　
木
簡
は
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
六
九
四
〇
か
ら
三
点
（
全
て
削
屑
。
釈
読
不
能
）
、
下

層
か
ら
上
層
へ
の
建
て
替
え
の
時
期
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
一
と
こ
れ
か
東
折
し

た
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
二
の
い
す
れ
も
下
層
の
砂
層
か
ら
計
四
五
六
点
（
う
ち
削

屑
四
〇
二
点
）
か
出
土
し
た
。

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
ヱ
（
九
四
〇
　
朝
堂
院
南
面
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
一
六
九
六
〇
の
南
約
一
〇

　
五
ｍ
の
位
置
て
こ
れ
に
平
行
し
て
朝
集
殿
院
内
を
東
西
に
延
ひ
る
幅
約
一
　
五
ｍ
、

深
さ
約
六
〇
ｍ
の
素
掘
り
溝
て
あ
る
。
平
城
宮
造
営
当
初
に
掘
ら
れ
、
短
期
間
の
う
　
　
・

ち
に
埋
め
戻
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
端
て
は
埋
め
戻
し
後
に
朝
集
殿
院
東
限
築
　
Ｉ

地
Ｓ
Ａ
五
九
八
五
を
造
成
し
て
い
る
か
、
Ｓ
Ｄ
一
六
九
四
〇
は
こ
の
位
置
て
急
に
浅
　
・

く
な
っ
て
お
り
、
東
に
は
延
ひ
な
い
。
水
か
流
れ
た
痕
跡
を
示
す
堆
積
も
ほ
と
ん
と

見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
排
水
な
と
の
た
め
の
溝
て
は
な
く
、
宮
造
営
に
伴
う
何
ら

か
の
区
画
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
一
　
朝
堂
院
東
限
か
ら
西
へ
約
一
〇
ｍ
の
位
置
を
南
流
す
る

幅
約
一
　
五
ｍ
深
さ
約
六
〇
㎝
の
素
掘
り
の
溝
て
あ
る
。
北
端
は
朝
堂
院
南
限
よ
り

北
約
二
ｍ
の
位
置
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
北
へ
は
延
ひ
な
い
。
人
為
的
に

一
度
に
埋
め
ら
れ
た
状
況
を
呈
し
て
い
る
か
、
北
端
か
ら
約
一
五
ｍ
の
位
置
よ
り
南

は
埋
め
土
の
下
に
水
流
に
よ
る
堆
積
を
示
す
と
み
ら
れ
る
砂
層
か
検
出
さ
れ
た
。
朝

堂
院
南
限
区
画
施
設
と
の
関
係
を
み
る
と
、
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
一
は
朝
堂
院
南
限
下
層

掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
一
六
九
六
〇
の
抜
き
取
り
穴
お
よ
ひ
上
層
築
地
Ｓ
Ａ
一
七
〇
一
〇
の
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基
壇
積
み
土
の
少
な
く
と
も
一
部
を
切
っ
て
い
る
か
、
築
地
北
田
落
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
〇

一
一
に
は
切
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
上
層
築
地
Ｓ
Ａ
一
七
〇
一
〇
の
築
造
過
程
て
埋

め
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
一

（
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
一

は
、
南
端
て
西
か
ら
流
れ
て
き
た
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
〇

六
九

六
○
の
南
約
フ
几
ｍ
の
位
置
て
東
流
す
る
幅
約
一
ｍ
深
さ

約
六
〇
㎝
の
素
掘
り
溝
）
と
合
流
し
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
二
と
し
て
東
流
す
る
。

合
流
点
て
は
溝
の
底
か
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
〇
の
方
か
高
く
、
滝
状
に
落
ち
て
い
る
状
況

か
み
ら
れ
る
。

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
二

折
し
た
も
の
て
、
幅
約
二

Ｓ
Ｄ
一
七
三
五

八
ｍ

一
か
Ｓ
Ｄ
一

ヒ
三
五
〇
と
の
交
点
て
東

深
さ
約
一
ｍ
の
素
掘
り
溝
。
Ｓ
Ｄ

と
同
時
に
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
埋
土
下
層
に
は
Ｓ
Ｄ

一
七
三
五
一

一
七
三
五
一

と
一
連
の
砂
層
か
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堆
積
し
て
い
た
。
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
二
を
埋
め
戻
し
た
後
に
、
朝
集
殿
院
東
限
築
地
Ｓ

Ａ
五
九
八
五
か
造
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
〇
と
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
一
　
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
二
の
合
流
占
い
に

お
け
る
堆
積
状
況
か
ら
み
て
、
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
〇
の
方
か
他
の
二
条
の
溝
よ
り
も
先

に
埋
め
ら
れ
て
い
る
か
、
あ
る
時
点
ま
て
は
同
時
に
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
下
層
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
一
六
九
六
〇
の
抜
き
取
り
後
に
掘
ら
れ
、
上
層
築
地

Ｓ
Ａ
一
七
〇
一
〇
の
基
壇
築
造
過
程
の
あ
る
段
階
ま
て
は
機
能
し
て
い
た
か
、
Ｓ
Ａ

一
七
〇
一
〇
　
Ｓ
Ａ
五
九
八
五
の
完
成
時
点
て
は
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
三
条
の
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
〇
　
一
七
三
五
一
　
　
一
七
三
五
二
は
、
東
区

朝
堂
院
下
層
南
門
　
掘
立
柱
塀
を
す
へ
て
取
り
壊
し
、
上
層
の
南
門
　
築
地
な
と
を

造
営
し
て
い
る
時
期
に
、
朝
堂
院
　
朝
集
殿
院
の
排
水
を
行
な
う
た
め
の
溝
て
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
六
九
―
五
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｊ
区
）

（
一
九
九
六
年
七
月
）

　
こ
の
調
査
は
店
舗
駐
車
場
建
設
の
事
前
調
査
て
、
左
京
三
条
一
坊
七
坪
東
辺
部
と

東
一
坊
坊
間
路
に
あ
た
る
。
検
出
し
た
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
東
一
坊
坊
関
路

と
東
西
両
側
溝
、
七
坪
の
東
面
築
地
、
西
側
溝
か
ら
分
流
す
る
斜
行
溝
、
土
坑
、
溝

な
と
て
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
木
簡
は
東
一
坊
坊
関
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
五
〇
か
ら
Ｉ
〇
点
（
う
ち
削

屑
三
点
）
か
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
七
〇
五
〇
は
幅
約
五
　
二
～
六
　
〇
ｍ
、
深
さ
約
一

　
三
ｍ
の
素
掘
り
溝
て
あ
る
。

第
二
七
三
次
調
査
（
６
Ａ
Ａ
Ｉ
区
）

（
一
九
九
六
年
一
〇
月
～
一
九
九
七
年
二
月
）

　
一
九
九
〇
年
の
第
二
〇
五
次
調
査
以
来
、
平
城
宮
南
面
東
門
て
あ
る
壬
生
門
北
方

て
、
東
側
に
式
部
省
、
西
側
に
兵
部
省
の
遺
構
（
い
す
れ
も
奈
良
時
代
後
半
）
を
確

認
し
て
き
た
か
、
今
回
の
調
査
区
は
そ
の
式
部
省
の
東
方
の
官
西
区
画
に
あ
た
る
。

こ
の
区
画
て
は
既
に
第
二
二
二
　
二
三
六
　
二
五
六
次
調
査
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代

前
半
の
式
部
省
、
奈
良
時
代
後
半
の
神
祇
官
西
院
と
推
定
さ
れ
る
官
西
の
遺
構
を
検

出
し
て
お
り
、
今
回
の
調
査
は
そ
の
東
限
の
確
認
、
既
発
掘
区
と
平
城
宮
東
面
築
地

の
間
の
様
相
の
解
明
な
と
を
目
的
と
し
た
。
調
査
面
積
は
約
二
四
〇
〇
�
て
あ
る
。

　
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
基
壇
建
物
二
棟
、
掘
立
柱
建
物
一
七
棟
、
門
三
棟
、
掘

立
柱
塀
九
条
、
溝
二
条
、
暗
渠
二
基
、
井
戸
二
基
な
と
て
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
Ａ
期

（
奈
良
時
代
初
期
）
、
Ｂ
期
（
奈
良
時
代
前
半
）
、
Ｃ
期
（
奈
良
時
代
前
半
～
後
半
）
、

Ｄ
期
（
奈
良
時
代
後
半
）
、
Ｅ
期
（
長
岡
京
遷
都
後
）
の
五
時
期
に
わ
た
る
変
遷
か

あ
る
。
木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
七
四
八
八
か
ら
七
点
（
全
て
削
屑
）
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
一

七
五
〇
五
か
ら
二
言
一
点
（
う
ち
削
屑
二
Ｉ
○
点
）
の
、
計
ニ
ニ
○
点
か
出
土
し
た
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
一
七
四
八
八
　
Ｄ
期
の
基
壇
建
物
北
端
の
下
層
て
検
出
し
た
井
戸
。
Ａ
明

に
設
け
ら
れ
Ｂ
期
ま
て
存
続
す
る
。
方
形
横
板
組
（
仕
口
は
相
欠
き
）
内
法
寸
法
二

三
二
心
の
井
戸
枠
最
下
段
の
み
か
遺
存
し
、
こ
れ
よ
り
上
部
は
抜
き
取
ら
れ
て
い
た
。

木
簡
は
井
戸
枠
内
か
ら
三
点
、
井
戸
枠
抜
取
か
ら
四
点
（
釈
読
不
能
）
出
土
し
た
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
一
七
五
〇
五
　
Ｄ
期
の
二
棟
の
基
壇
建
物
の
間
に
位
置
す
る
檜
材
▽
不
刳

り
抜
き
の
井
筒
を
も
つ
井
戸
。
井
筒
は
現
存
高
さ
約
一
　
八
ｍ
外
径
一
　
　
一
ｍ
～
一

　
三
ｍ
材
厚
一
〇
～
二
〇
㎝
、
一
部
に
樹
皮
か
残
り
、
こ
の
部
分
の
サ
ン
フ
ル
に
よ

る
年
輪
年
代
測
定
の
結
果
、
養
老
七
年
（
七
二
三
）
に
伐
採
さ
れ
た
こ
と
か
明
ら
か

３



に
な
っ
た
。
材
の
大
き
さ
か
ら
も
転
用
材
と
は
考
え
に
く
く
、
設
置
は
伐
採
か
ら
程

な
い
Ｃ
期
に
遡
る
可
能
性
か
高
い
。
木
簡
は
掘
形
か
ら
一
点
、
井
戸
枠
抜
取
か
ら
一

四
六
点
（
全
て
削
屑
）
、
井
筒
内
か
ら
六
六
点
（
う
ち
削
屑
六
四
占
ぃ
）
か
出
土
し
た
。

第
二
七
六
次
調
査
（
６
Ａ
Ｌ
Ｆ
区
）

（
一
九
九
七
年
二
月
～
四
月
）

　
こ
の
調
査
は
平
城
宮
東
張
出
部
の
南
部
に
あ
る
園
池
（
東
院
園
池
）
の
復
原
整
備

事
業
に
伴
う
も
の
て
あ
る
。
調
査
区
は
三
ヵ
所
に
分
か
れ
る
か
、
木
簡
か
出
土
し
た

の
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
第
四
四
次
既
調
査
区
の
精
査
（
約
六
八
〇
�
）
及
ひ
第
四

四
次
調
査
て
未
発
掘
の
水
田
畦
畔
部
（
約
九
〇
�
）
の
調
査
を
行
な
っ
た
部
分
て
、

南
面
大
垣
Ｓ
Ａ
五
五
〇
五
の
周
辺
の
状
況
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
検
出
し
た
遺
構
は
Ａ
Ｏ
期
、
Ａ
期
、
Ｂ
期
、
Ｃ
期
、
Ｄ
期
、
Ｅ
期
、
Ｆ
期
の
計
七

期
に
分
か
れ
る
。
木
簡
は
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
八
三
〇
Ｂ
か
ら
七
二
九
点
（
う
ち
削
屑

六
九
七
点
）
か
出
土
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
五
八
三
〇
Ｂ
は
、
上
層
の
園
池
Ｓ
Ｇ
五
八
〇
〇
Ｂ
の
排
水
を
二
条
条
間
路
北

側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
に
流
す
Ｅ
～
Ｆ
期
の
南
北
溝
て
あ
る
。
Ｃ
～
Ｄ
期
に
は
、
上
層

園
池
の
排
水
溝
と
し
て
Ｓ
Ｄ
五
八
三
〇
Ａ
か
機
能
し
て
い
た
。
こ
れ
は
現
状
て
幅
約

一
　
七
ｍ
深
さ
約
五
〇
㎝
の
素
掘
り
溝
て
あ
る
。
溝
底
に
五
～
六
ｍ
こ
と
に
∇
刀
所
、

一
対
の
横
木
か
遺
存
し
て
お
り
、
横
木
の
上
に
木
樋
を
据
え
て
暗
渠
と
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
か
Ｅ
期
に
な
る
と
、
南
面
大
垣
の
下
の
木
樋
暗
渠
を
撤
去
し
、

石
組
溝
Ｓ
Ｄ
五
八
三
〇
Ｂ
か
設
け
ら
れ
る
。
木
簡
は
い
す
れ
も
こ
の
部
分
の
溝
底
の

堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
。
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第
二
七
九
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｆ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
七
年
一
月
～
三
月
）

　
こ
の
調
査
は
分
譲
住
宅
建
設
に
伴
う
も
の
て
、
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
一
坪
に

あ
た
る
。
平
城
宮
東
張
り
出
し
部
と
西
北
隅
を
接
し
、
法
華
寺
西
南
隅
に
あ
っ
た
阿

弥
陀
浄
土
院
と
二
条
大
路
を
挟
ん
て
向
か
い
合
う
。
検
出
し
た
遺
構
は
塀
六
条
、
掘

立
柱
建
物
二
七
棟
、
溝
四
条
、
井
戸
一
基
、
土
坑
一
基
な
と
て
、
大
き
く
Ａ
～
Ｅ
の

五
時
期
（
Ｄ
期
は
Ｄ
Ｉ
　
Ｄ
２
の
二
小
期
）
に
分
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
Ｄ
期
（
天
平
年
間
初
頭
頃
～
神
護
景
雲
年
間
）
に
は
、
東
西
棟
建
物
Ｓ

Ｂ
六
九
五
〇
を
中
心
に
、
後
殿
Ｓ
Ｂ
六
九
九
〇
　
六
九
九
三
、
東
脇
殿
Ｓ
Ｂ
六
九
五

七
か
配
置
さ
れ
た
、
コ
の
字
形
な
い
し
口
の
字
形
の
左
右
対
称
の
整
然
と
し
た
建
物

配
置
を
想
定
て
き
る
。
同
時
期
に
は
南
側
の
十
二
坪
て
も
四
面
庇
付
き
礎
石
建
物
を

中
央
に
置
き
、
周
囲
を
掘
立
柱
の
複
廊
て
囲
む
極
め
て
特
異
な
配
置
の
建
物
群
か
見

つ
か
っ
て
お
り
、
京
内
て
は
稀
な
施
粕
瓦
の
出
土
か
顕
著
な
点
て
も
共
通
す
る
。
こ

の
時
期
の
左
京
二
条
二
坊
十
一
　
十
二
坪
に
は
、
宮
的
、
公
的
な
色
彩
の
強
い
共
通

性
の
あ
る
造
営
　
運
営
を
認
め
る
こ
と
か
て
き
る
。

　
木
簡
は
土
坑
Ｓ
Ｋ
六
九
五
五
か
ら
Ｉ
〇
点
（
う
ち
削
屑
二
点
）
、
Ｄ
２
期
の
掘
立

柱
建
物
Ｓ
Ｂ
六
九
九
四
柱
掘
形
か
ら
二
点
（
う
ち
削
屑
一
点
）
か
出
土
し
た
。

こ
の
他
の
文
字
資
料
と
し
て
、
Ｓ
Ｋ
六
九
五
五
か
ら
「
限
艶
所
」
「
上
」
「
小
便
」

　
「
主
水
」
「
下
」
「
万
」
な
と
の
墨
書
土
器
、
包
含
層
か
ら
「
大
志
／
番
」
と
記
さ

れ
た
墨
書
土
器
か
出
土
し
た
。
ま
た
、
文
字
は
判
読
て
き
な
い
か
、
墨
痕
の
認
め
ら

れ
る
小
片
の
漆
紙
文
書
か
一
点
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
。

　
以
上
、
一
九
九
六
年
度
の
発
掘
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
年
報
フ
几
九
七
－
Ⅲ
』
こ
九
九
七
年
）
を
参
昭
、
さ
れ
た
い
。

１

ｌし　　　　一一

条乗間路

十
四
坤

１４５ １０

五
眸

ｊ東
上
坊
坊
間
路

―
－

条大路
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1 n 00
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卜

「
二
条
大
路
木
簡
」
に
関
わ
る
調
査

第
二
〇
〇
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｔ
よ
区
）

第
二
〇
〇
次
補
足
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｉ
区
）

第
二
〇
四
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｆ
区
）

二
九
八
九
年
三
月
～
四
月
）

　
　
　
（
一
九
八
九
年
七
月
）

（
一
九
八
九
年
七
月
～
九
月
）

　
一
九
八
六
年
か
ら
Ｔ
几
八
九
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
テ
（
ー
ト
建
設
に
先
立
つ
調

査
て
は
大
量
の
木
簡
か
出
土
し
た
か
、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
と
二
条
二
坊
五

坪
の
間
を
通
る
二
条
大
路
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
三
条
の
濠
状
の
遺
構
か
ら
出
土

し
た
木
簡
を
、
「
二
条
大
路
木
簡
」
と
総
称
し
て
い
る
。
出
土
点
数
は
、
総
計
約
七

四
〇
〇
〇
点
に
の
ほ
る
。
本
号
て
は
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
二
、

　
『
同
』
三
〇
、
『
同
』
三
一
、
『
同
』
三
二
に
引
き
続
き
、
二
条
大
路
南
端
に
掘
ら

れ
た
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
の
木
簡
を
中
心
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
、
削
屑
（
○
九
一
型
式
の
木
簡
）
以

外
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
二
、
『
同
』

三
〇
、
『
同
』
三
一
に
お
い
て
そ
の
報
告
を
終
え
て
い
る
。
ま
た
、
削
屑
に
つ
い
て

も
そ
の
一
部
を
『
同
』
三
〇
、
『
同
』
三
二
に
掲
載
し
た
。
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
の
調
査

は
、
第
一
九
三
次
調
査
Ｂ
区
、
第
一
九
七
次
調
査
、
第
二
〇
〇
次
調
査
　
同
補
足
調

査
の
計
四
次
に
わ
た
っ
た
か
、
本
号
に
収
録
し
た
の
は
未
報
告
の
削
屑
の
う
ち
、
Ｓ

Ｄ
五
一
〇
〇
中
央
の
八
一
ｍ
（
Ｕ
Ｏ
一
九
～
四
五
）
を
調
査
し
た
第
二
〇
〇
次
調
査

　
同
補
足
調
査
、
及
ひ
出
土
調
査
次
数
不
明
の
削
屑
て
あ
る
。
二
条
大
路
木
簡
に
つ

い
て
は
、
本
号
を
も
っ
て
概
報
は
完
結
と
な
る
。

　
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
は
、
二
条
大
路
の
南
端
を
大
路
に
沿
っ
て
東
西
に
走
る
濠
状
遺
構

て
あ
る
。
当
初
は
二
条
大
路
の
南
側
溝
て
は
な
い
か
と
考
え
た
か
、
こ
の
溝
の
二
ｍ

南
に
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
‥
）
五
を
検
出
し
、
そ
れ
か
東
二
坊
坊
関
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
六

九
九
へ
汪
く
こ
と
か
判
明
し
た
。
一
方
、
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
の
東
端
は
Ｓ
Ｄ
四
六
九
九

の
一
　
二
ｍ
西
て
途
切
れ
、
西
端
も
一
坪
　
八
坪
の
境
て
止
ま
る
。
ま
た
途
中
て
流

入
　
流
出
す
る
施
設
も
な
く
、
濠
状
て
は
あ
る
か
流
れ
た
痕
跡
か
な
い
遺
構
て
あ
る
。

幅
二
　
六
ｍ
、
深
さ
○
　
九
ｍ
て
、
全
長
コ
ー
Ｏ
ｍ
を
ほ
ほ
完
掘
し
た
。
土
層
は
四

層
に
分
か
れ
、
上
か
ら
「
暗
灰
褐
色
砂
質
土
層
」
「
炭
層
」
「
木
屑
層
」
「
黒
灰
色

粘
土
層
」
と
な
る
。
最
上
層
の
「
暗
灰
褐
色
砂
質
土
層
」
は
埋
め
立
て
の
土
て
奈
良

時
代
後
半
の
遺
物
を
含
む
か
、
以
下
の
三
層
は
堆
積
土
て
、
木
簡
は
全
て
こ
の
三
層

か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
に
記
す
年
紀
は
和
銅
五
年
～
天
平
一
　
一
年
て
、
特
に
天
平
七

　
八
年
か
多
い
。

　
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
の
木
簡
の
点
数
は
、
表
に
示
し
た
通
り
て
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
五
一

〇
〇
全
体
て
約
三
八
〇
〇
〇
点
と
い
う
概
数
に
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の
の
、
今
後

も
整
理
　
解
読
の
進
展
に
伴
っ
て
若
干
の
変
動
か
見
込
ま
れ
る
。

　
　
「
二
条
大
路
木
簡
」
全
体
の
性
格
に
つ
い
て
確
言
す
る
こ
と
は
困
難
て
あ
る
か
、

最
近
の
検
討
に
よ
り
、
一
応
の
結
論
に
達
し
て
い
る
（
『
平
城
京
左
京
二
条
二
坊

三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』
一
九
九
五
年
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
木
簡
は
基
本
的
に

南
の
左
京
三
条
二
坊
と
北
の
左
京
二
条
二
坊
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の
て
、
遠
方
か
ら

運
ひ
込
ま
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
内
容
は
南
北
に
隣
接
す
る
場

所
の
性
格
と
密
接
に
関
連
す
る
。
従
来
よ
り
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
天
皇
　
皇

后
な
と
公
的
色
彩
の
強
い
一
群
と
、
貴
族
の
家
政
に
関
わ
る
一
群
と
に
分
か
れ
る
と

考
え
て
き
た
か
、
こ
の
点
は
継
承
す
へ
き
て
あ
る
。
但
し
、
点
数
的
に
は
こ
れ
ま
て

６
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表１ SD5100出土木簡貞数表 1997年11月現在

地区
1(193次調査Ｂ区 第197欠調査 第200欠調査 第200欠補足調査

計
木簡 削屑 木簡 削屑 木簡 削屑 木簡 削屑

uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo
uo

　12

　29

　52

161

110

102

　72

　18

　21

　37

　149

　46

2030

　870

　434

　45

　　7

　　9

342

276

285

768

877

741

1

29

19

165

121

156

140

　85

137

162

122

178

315

194

487

634

451

439

278

6

2

11

　3

　3

　7

　6

51

750

348

432

238

349

512

340

333

328

287

966

660

1044

1880

3076

2458

2168

1636

　12

　71

106

　11

234

03

　4

　17

　9

219

　98

　53

　11

　2

　3

　9

　5

　20

　7

　8

　14

　38

　93

104

　54

　59

　35

　50

　65

　42

　47

　49

　40

114

　97

123

236

　71

　90

　60

　91

　11
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考
え
て
い
た
よ
り
は
前
者
の
比
率
か
高
い
も
の
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
に
は
、

前
者
は
衛
府
な
と
か
守
衛
す
へ
き
場
所
の
木
簡
群
て
あ
り
、
内
容
か
ら
こ
れ
を
皇
后

宮
の
木
簡
と
結
論
つ
け
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
南
の
遺
構
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
と
見

る
へ
き
て
あ
り
、
恭
仁
遷
都
以
前
の
左
京
三
条
二
坊
一
　
二
　
七
　
八
坪
、
つ
ま
り

長
屋
王
宅
の
跡
地
は
光
明
皇
后
の
皇
后
宮
て
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。
一
方
、
後
者
の

貴
族
の
家
政
に
関
わ
る
木
簡
群
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
見
解
を
踏
襲
し
、
兵
部
卿
藤

原
麻
呂
家
の
木
簡
と
み
て
、
そ
の
邸
宅
を
北
の
左
京
二
条
二
坊
の
地
に
推
定
し
た
。

　
な
お
、
「
二
条
大
路
木
簡
」
に
関
連
す
る
発
掘
調
査
の
成
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
。

『
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
　
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』
を
参
昭
、
さ
れ
た
い
。

二
、
凡
　
　
例

（
こ
木
簡
は
内
容
に
よ
り
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の
を
原
則

　
　
と
し
た
。

（
二
）
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
の
「
二
条
大
路
木
簡
」
の
削
屑
の
収
録
及
ひ
排
列
は
、

　
次
に
掲
け
る
基
準
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
調
査
て
出
土
し
た
削
屑
に
つ

　
い
て
も
、
概
ね
同
様
の
基
準
に
よ
っ
た
。

　
　
①
四
字
以
上
（
疑
問
の
残
る
文
字
を
含
む
）
判
読
し
た
も
の
は
全
て
収
録
す
る
。

　
　
②
判
読
し
た
文
字
か
三
字
以
下
の
場
合
て
も
、
次
に
該
当
す
る
も
の
は
て
き

　
　
　
　
る
だ
け
収
録
す
る
。

　
　
　
　
　
ａ
、
文
書
様
式
　
ｂ
、
官
職
名
　
ｃ
、
位
階
　
ｄ
、
人
名
　
ｅ
、
地
名

　
　
　
　
　
ｆ
、
年
号
　
日
付
　
ｇ
、
そ
の
他
汪
目
す
へ
き
も
の

　
　
　
　
　
な
お
、
人
名
は
原
則
と
し
て
姓
ま
た
は
名
か
完
存
す
る
も
の
に
限
る
。

　
　
　
　
　
「
麻
呂
」
ま
た
は
「
万
呂
」
と
の
み
残
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
完
存
か

　
　
　
　
　
否
か
の
判
断
か
困
難
て
あ
る
の
て
収
録
し
な
い
。

　
　
③
排
列
は
概
ね
次
の
順
序
に
従
い
、
関
連
す
る
内
容
の
も
の
は
適
宜
類
収
し

　
　
　
　
た
。
ま
た
、
削
屑
に
限
り
、
占
ぃ
数
に
鑑
み
て
特
に
三
段
組
と
し
た
。

　
　
　
　
　
ａ
、
文
書
木
簡
の
削
屑
　
ｂ
、
勤
務
評
定
に
関
わ
る
木
簡
の
削
屑

　
　
　
　
　
ｃ
、
官
職
名
　
ｄ
、
位
階
　
ｅ
、
人
名
　
ｆ
、
地
名
　
ｇ
、
物
品
名

　
　
　
　
　
ｈ
、
名
数
　
―
、
習
書
木
簡
の
削
屑
　
Ｊ
、
横
材
木
簡
の
削
屑

（
三
）
釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
か
、
「
龍
」
「
廣
」
「
賓
」

８



「
嶋

L＿

「
寵
」
な
と
に
つ
い
て
は
右
の
字
体
を
使
用
し
た
。

（
四
）
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

　
ｏ
　
　
　
木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
か
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

口
口
口
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
て
き
る
も
の
。

口
口
Ｕ
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
か
推
定
て
き
る
も
の
。

口
　
口
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
か
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

口
　
口
　
記
載
内
容
か
ら
、
上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
か
直
接
接
続
せ
す
、
中
間
の
一
字
以
上
か
不

　
　
　
　
　
明
な
も
の
。

　
一
一
」
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

　
～
～
　
抹
消
部
分
の
字
画
の
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

　
「
　
」
　
異
筆
、
追
筆
。

　
「
　
　
　
合
点
。

　
「
　
一
　
　
校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
本
文
に
置
き
換
わ
る
へ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

　
（
　
）
　
　
右
以
外
の
校
訂
註
お
よ
ひ
説
明
註
。

　
一
×
一
　
　
文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所
の

　
　
　
　
　
左
傍
に
　
を
付
し
原
字
を
上
の
要
領
て
右
傍
ま
た
は
左
傍
に
示
し
た
。

　
カ
　
　
　
編
者
か
加
え
た
註
て
疑
問
の
残
る
も
の
。

　
マ
ヽ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
か
意
味
の
通
し
難
い
も
の
。

（
五
）
釈
文
下
の
上
段
の
ア
ラ
ヒ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
　
幅
　
厚
さ
を
示
す

　
　
（
単
位
は
四
）
。
欠
損
　
二
次
的
整
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
量
を
括
弧
つ

き
て
示
し
た
。
な
お
長
さ
　
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

（
六
）
釈
文
下
の
中
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。
型
式

　
番
号
は
次
の
通
り
て
、
四
桁
の
数
字
を
用
い
て
い
る
か
、
本
概
報
て
は
時
代
を

　
示
す
干
の
位
を
省
き
、
下
三
桁
の
数
字
て
表
わ
し
た
。
な
お
端
と
は
、
木
簡
を

　
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

目
に
型
式

目
ぶ
型
式

目
笛
型
式

目
旨
型
式

目
回
型
式

目
μ
型
式

呂
池
型
式

eｎ

つ

CAｺ
Ｑコ

型

式

舌
怠
型
式

目
だ
型
式

目
台
型
式

呂

台

型

式

長
方
形
の
材
の
も
の
。

長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

一
端
か
方
頭
て
、
他
端
は
折
損
　
腐
蝕
な
と
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ

れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
１
１
　
６
０
１
５
　
６
０
３
２
　
６
０
４
１
　
６
０
５
１
型
式
の
い
す
れ

か
と
推
定
さ
れ
る
。

小
型
矩
形
の
も
の
。

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方
頭

圭
頭
な
と
種
々
の
作
り
方
か
あ
る
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ

た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
か
あ
る
か
、
他
端
は
折
損

腐
蝕
な
と
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
３
１
　
６
０
３
２

　
６
０
３
３
-
６
０
４
３
型
式
の
い
す
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、
左
右
に

切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
か
、

９



　
　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
　
腐
蝕
な
と
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

否
認
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

６
０
５
９
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
か
、
他
端
は
折
損
　
腐
蝕
な

　
　
　
　
　
　
と
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
否
胎
目
巴
型
式
の

　
　
　
　
　
　
い
す
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

§
認
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
（
　
）
内
に
製
品
名

　
　
　
　
　
　
を
註
記
し
た

否
呂
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

否
β
型
式
　
折
損
・
割
截
　
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

否
β
型
式
　
削
屑
。

括
弧
内
の
番
号
は
、
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
て
き
る
原
形
の
型
式
を
表
わ
す
。

（
七
）
釈
文
下
の
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ
ア
ヘ
ソ
ト
　
数
字
）

　
　
を
記
し
た
。
ｚ
は
地
区
不
明
を
示
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土
し
た
破
片
か
接

　
　
続
し
た
も
の
は
地
区
名
を
併
記
し
た
。

　
　
　
な
お
、
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
の
削
屑
に
は
紙
ラ
ヘ
ル
の
溶
解
に
起
因
す
る
地

　
　
区
不
明
の
木
簡
か
多
数
含
ま
れ
る
か
、
今
回
報
告
分
は
、
出
土
調
査
次
数
不
明

　
　
と
し
て
別
に
項
目
を
立
て
た
も
の
を
除
き
、
全
て
第
二
〇
〇
次
調
査
（
Ｓ
Ｄ
五

　
　
一
〇
〇
中
央
の
Ｕ
Ｏ
一
九
～
Ｕ
Ｏ
四
五
）
出
土
て
あ
る
。

（
八
）
釈
文
の
出
土
地
点
の
下
に
付
し
た
「
″
」
印
は
、
口
絵
図
版
に
写
真
を
掲
け
た

　
　
木
簡
を
示
す
。
例
え
は
、
「
芯
」
は
「
図
版
三
」
に
対
応
す
る
。

　
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
ば
、
「
長
屋
王
家
木
簡
検
討
会
」
　
（
堀
池
春
峰
、
岩
本

次
郎
、
鬼
頭
清
明
、
東
野
治
之
、
綾
村
宏
、
舘
野
和
己
、
寺
崎
保
広
、
渡
辺
晃
宏
、

古
尾
谷
知
浩
、
山
下
信
一
郎
）
の
成
果
を
取
り
入
れ
、
ま
た
鷺
森
浩
幸
　
鈴
木
景
二

　
吉
川
聡
　
吉
川
敏
子
氏
の
助
力
を
得
た
。
ま
た
、
編
集
に
際
し
て
は
、
岩
田
敦
子

　
大
山
綾
子
　
神
棒
景
子
　
北
村
有
貴
江
　
中
岡
泰
子
　
南
島
真
理
子
　
八
木
典
子

氏
の
助
力
を
得
た
。
写
真
は
佃
幹
雄
　
牛
嶋
茂
の
撮
影
に
よ
る
。

　
本
書
の
編
集
は
古
尾
谷
知
浩
　
渡
辺
晃
宏
か
担
当
し
た
。

１０



三
、
釈
　
文

第
二
六
七
次
調
査

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
一
　
（
６
Ａ
Ａ
Ｗ
区
）

高
椅
武
蔵
志

口
　
　
口

［
鴨
力
一

　
口
部
麻
呂

　
　
　
［
年
力
］

　
神
亀
元
口

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
三
五
二
（
６
Ａ
Ａ
Ｗ
区
）

式
部
召
土
師
宿
祢
大
麻
呂

口
口
　
　
口
口
口
口
口

依
口

養
老
六
年
十
月
十
二
日
従
七
位
下
行
大
口

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
百
舟
二
人
料
力
」

散
事
已
下
口
女
已
上
口
口
口
口
口
口

　
　
　
　
　
　
　
口
口

　
［
秦
力
］

口
口
人
刀
良

［
大
力
一

　
口
初
位
下
口

（
↑
Ｓ
）
３
０
　
４
　
　
　
０
８
１
　
　
　
　
」
Ｂ
１
４

一

←
en

つ

W

C4⊃
心

en

0
　
　
　
０
６
５
　
　
　
」
Ｂ
１
４

0
９
１
　
　
　
Ｋ
Ｒ
１
４

1
６
４
　
(
１
５
)
　
４
　
　
　
０
８
１
　
　
　
Ｋ
Ｒ
Ｕ
　
　
　
＊
１

一

Ｎ）
つ

（
）
）
(
２
９
)
　
３
　
　
　
０
８
１
　
　
　
Ｋ
Ｒ
ｌ
ｌ

こ
（
）
こ
（
に
）
一
ｗ
　
（
）
巴
　
函
は

（
１
）
１
８
　
１
０
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